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令和6年（2024年）11月22日

◎今冬の気象状況について
・最新の3か月予報（12月～2月）

◎段階的に発表される気象情報の紹介
・段階的に発表される気象情報とその対応

・顕著な大雪に関する気象情報

・今後の雪（毎時発表）

・降雪量予報（毎日朝夕発表）

令和6年度 雪害対策マスメディア説明会



3か月（12～2月）の予想される海洋と大気の特徴
地球温暖化の影響等により、中緯
度帯を中心に大気全体の温度が
高いでしょう。
ラニーニャ現象時の特徴が明瞭と
なることから、太平洋熱帯域の海
面水温は西部で高く、中・東部で
低いでしょう。また、インド洋熱帯域
では東部で高いでしょう。このため、
インドネシア付近を中心に積乱雲
の発生が多い一方、日付変更線
付近では積乱雲の発生が少ないで
しょう。
これらの影響により、上空の偏西風
は中国付近では北に、日本付近で
やや南に蛇行する見込みです。シ
ベリア高気圧は南東側への張り出
しがやや強い時期があり、アリュー
シャン低気圧は西側で強いでしょう。

これらのことから、北陸地方では冬
型の気圧配置が強まる時期がある
見込みです。

数値予報結果をもとにまとめた予想される海洋と大気の特徴
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最新の3か月予報（12～2月） 北陸地方
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2024年11月19日 新潟地方気象台発表

予報のポイント

• 冬型の気圧配置が強まる時期があるため、向こう３か月の降水
量と降雪量は平年並か多い。



月別の天候 北陸地方
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月別の天候

•冬型の気圧配置が強まる時期がある※ため、１月は平年に比べ曇
りや雪または雨の日が多い。

※ １月を中心に１２月も後半ほどその傾向があるほか、２月も傾向が残る見込み。



この期間の注意点等（北陸地方）

この期間は、冬型の気圧配置が強まる時期があるため、降水量と降
雪量は平年並か多い見込みです。大雪となる可能性が例年より大
きいと考えられます。交通への影響や農業施設等の管理に注意する
とともに、最新の気象情報等に留意してください。

大雪による着雪害
令和4年12月19日～20日、 令和5年12月22日～23日に、
2年続けて県内で発生しました。樹木等への着雪により、雪の重み
で樹木が倒れて道路を塞いだり、電線を切断するなど停電が発生
することがあります。道路を塞ぐと孤立集落となることや、冬の寒い時
期に停電により暖房が使用できなくなるなど注意が必要です。

5



１か月予報：毎週木曜日 14時30分
次回は11月28日（木）

３か月予報：原則、毎月25日以前の火曜日 14時
次回は12月24日（火）

・常に最新の予報をご利用ください。
・11月19日に発表された3か月予報は、ちょうど寒候期予
報の期間（12月～2月）と重なりますので、そちらをご利
用ください。
・また、対象期間が近づけば、早期天候情報や2週間気温
予報、週間天気予報も確認してください。

次回発表予定など
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大雪に対する緊急発表
（国交省と共同）

大雪特別警報大雪特別警報

早期注意情報
（警報級の可能性）
早期注意情報
（警報級の可能性）

大雪の
半日～数時間前

大雪の数時間
～2時間程度前

雪の降り方が一層
激しくなり、記録的
な大雪のおそれが
ある

広い範囲で
数十年に一度の

大雪

大雪となる

大雪の数日～
約１日前

大雪の可能性が
高くなる

大雪警報大雪警報

大雪注意報大雪注意報

大雪警報に切り替える
可能性が高い

大雪注意報
大雪警報に切り替える
可能性が高い

大雪注意報

大雪に関する気象情報
（概ねの対象地域や予想降雪量を示して、
大雪となる可能性を共有）

気象状況

大雪に関する気象情報
（大雪に対する警戒を呼びかけ）

顕著な大雪に関する気象情報
（短時間の大雪に対する一層
の警戒を呼びかけ）

見出し文のみの短文形式情報

重大な災害の発生する可能
性が高まり、一層の警戒が必
要となるような短時間の大雪
となることが見込まれる場合

他機関との連携

記者会見
（大雪により社会的に影響が大きいと予想
される場合に実施）

記者会見
（大雪に対する最大級の警戒を呼びかける
ために実施）

大雪による被害

・立ち往生車両の発生
・農業用ハウスや簡易
的な建物の倒壊

・高速道路の通行止
・交通機関の運休

・幹線道路の通行止
・孤立集落の発生

・鉄道の間引き運転
（少雪地）

・住宅の倒壊

・大規模な交通渋滞

状況に応じ随時関係機関と
協議して報道対応など実施
状況に応じ随時関係機関と
協議して報道対応など実施

大雪に関する気象情報
（大雪に対する厳重な警戒
を呼びかけ）

降雪が大雪警報の基準を
大幅に上回る場合や、普段
雪の少ない地域で大雪警報
級の降雪が予想される場合

14日前～６日前 早期天候情報早期天候情報
気象庁の情報・対応

（大雪に対する一層の警戒を呼びかけ）

大雪に関する早期天候情報＜冬季の日本海側＞
（その時期としては10年に1度程度しかおきないような著しい
降雪量となる可能性が高まっているときに注意を呼びかけ）

大雪のおそれに応じて段階的に発表される気象情報と対応
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顕著な大雪に関する気象情報
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顕著な大雪に関する石川県気象情報 第１２号
令和５年１２月２２日２２時１１分 金沢地方気象台発表

（見出し）
金沢では、２２日２２時までの６時間に２１センチの顕著な降雪を観測しました。
この強い雪は２３日朝にかけて続く見込みです。加賀の平地では、大規模な交通
障害の発生するおそれが高まっています。

※数字は、アメダス積雪
計の観測値（cm）



今後の雪（気象庁ホームページ）
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解析積雪深・解析降雪量は、積雪の深さ
と降雪量の実況を1時間ごとに約5km四方
の細かさで推定するものです。
解析積雪深・解析降雪量を利用すると、
積雪計による観測が行われていない地域を
含めた積雪・降雪の面的な状況の把握で
き、的確な防災対応に役立ちます。

「今後の雪」（1時間ごとに更新）では、
積雪の深さとともに、3時間、6時間、12時
間、24時間、48時間、72時間の各降雪
量を確認できます。
また、積雪深、降雪量ともに、24時間前
までの実況と6時間先までの予測を確認で
きます。



「金沢地方気象台」トップページにある
「石川県降雪量予想」をクリック
※時期が来ましたらバナーを掲載します

「石川県降雪量予想」ページへ
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石川県降雪量予想（金沢地方気象台ホームページ）
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石川県降雪量予想（金沢地方気象台ホームページ）
◆ 石川県降雪量予想は、12月1日から3月31日まで発表します。
（この期間以外でも1cm以上の降雪が予想される場合には臨時に発表します。）

◆ 発表時間は、06時と16時です。
◆ 予想する地域の細分や期間は、以下の例のとおりです。
表の数字は、それぞれの期間に予想する12時間降雪量で、「平均降雪量 － 最大
降雪量」を表しています。

降雪量予想の発表例

06時発表例 16時発表例
※単位はcm ※単位はcm



これで終了します。

最新の防災気象情報を活用してください。
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今
冬
の
取
組

復
旧
・復
興
を
止
め
な
い

除
雪
の
強
化

令和６年１１月２１日
能登地域冬期道路交通確保情報連絡本部

Administrator
テキストボックス
 資料2-1




■県道以上の通行止め（被災）箇所
数

12月末予定11/8時点
9/22

（大雨直後）
1/1

（地震直後）

８箇所

２１箇所４８箇所ー
大雨による通行止

（R6.9.20～） うち３箇所は、
緊急車両※2通行可

１１箇所
１４箇所１４箇所８７箇所

地震による通行止

（R6.1.1） うち２箇所は、
緊急車両※2通行可

※１：長期避難箇所に関連するところは除く
※２：緊急車両には、地元車両を含む

至

輪
島
市
街
地

至 志賀町

県道・市道による迂回路を活用
年内に緊急車両※2の通行を確保

○9月の大雨で再度被害が発生したものの、

・国道２４９号沿岸部を経由した輪島（門前町）～珠洲間などの通行について従前の目標通り令和６年内に確保。

・県管理道路等についても、８月末に確保した全ての集落・漁港・浄水場等※１へのアクセスについて令和６年内に再度確保。

わ じま もんぜんまち す ず

国道249号(沿岸部) 輪島市門前町～珠洲市

写真① 写真②

写真③

海岸隆起部を活用
年内に緊急車両※2の１車線通行確保

②大川浜工区
おお かわ はま

③逢坂トンネル工区
ほう さか

海岸隆起部を活用
年内に緊急車両※2の１車線通行確保

現
道

逢坂トンネル
（坑口）

海岸隆起部を活用
年内に２車線通行確保

①千枚田工区
せん まい だ

現
道

④

④中屋トンネル工区
なか や

能登半島 道路の復旧状況（令和６年内の通行確保見通し）
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禄剛崎灯台
道の駅
「狼煙」

垂水の滝

輪島キリコ会館

道の駅
「千枚田ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ」

白米千枚田

のと三井ＩＣ

のと里山空港ＩＣ

珠洲市

輪島市

町野町曽々木
ま ち の ま ち そ そ ぎ

里町
さとまち

町野町大川浜
まちのまちおおかわはま

珠洲市役所

のと里山空港

道の駅
「すず塩田村」

輪島市役所

能
越
自
動
車
道

輪島朝市 緊急車両等のみ通行可能

⑤大谷トンネル・ループ橋工区
(地震被災状況)

大谷ループ橋大谷トンネル

②千枚田工区
(地震被災状況 R6.1) (復旧状況 R6.8)

至 輪島市街地

至 珠洲市

緊急復旧
位置

至 輪島市街地

至 珠洲市

③大川浜工区
(地震被災状況 R6.1)

至 輪島市街地

至 珠洲市

(復旧状況 R6.9)

至 輪島市街地

至 珠洲市

緊
急
車
両
等
の
み
通
行
可
能

緊
急
車
両
等
の
み
通
行
可
能

緊急車両等のみ通行可能

緊
急
車
両
等
の
み

通
行
可
能

緊
急
車
両
等
の
み
通
行
可
能

緊急車両等のみ
通行可能

緊急車両等のみ
通行可能

輪島市門前町

白米町
しろよねまち

深見町
ふかみまち

清水町
しみずまち

大谷町
おおたにまち

長井町
ながいまち

縄又町
なわまたまち

①中屋トンネル工区
(地震被災状況 R6.1) (大雨被災状況 R6.9)

至 輪島市街地

至 志賀町

斜面崩壊

中屋トンネル坑口
土砂流入

至 輪島市街地

至 志賀町

至

輪
島
市
街
地

至 志賀町

凡例
：大規模被災箇所
：通行確保済み（令和6年11月8日時点）
：通行確保予定（令和6年内予定）

①

②

③

④

⑤

①中屋トンネル工区

・県道、市道による迂回路を
活用し、年内に緊急車両等
の１車線通行確保

・中屋トンネルを活用した
通行可能時期を年内に公表
予定

おおたに

⑤大谷トンネル
・ループ橋工区

若山町宇都山
わかやままちうつやま

（県道での迂回路を活用）

R６年5月2日
１車線通行確保済

②千枚田工区

年内に一般交通の
２車線通行確保

④逢坂トンネル工区

至 輪島市

至 珠洲市街地

(地震被災状況 R6.1)

斜面崩壊

至 輪島市
至 珠洲市街地

(大雨被災状況 R6.9)

緊
急
車
両
等
の
み

通
行
可
能

【参考】 国道249号 大規模被災箇所における通行確保時期の見通し

・ 国道249号の輪島市門前町～珠洲市間について、大雨被害への対策も実施した上で令和６年内に通行を確保する

（一部区間では、迂回路の活用、緊急車両・地元車両に限定した通行となる）

③大川浜工区

④逢坂トンネル工区

年内に緊急車両等の
１車線通行確保

ほうさか

おおかわはま

せんまいだなかや
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のと里山
空港IC

のと三井IC

穴水町役場
越の原IC

横田IC

輪島市役所

穴水IC

徳田大津IC

徳田大津JCT

のと里山空港

珠洲市役所

能登町役場

輪島市
門前支所

七尾市

志賀町

輪島市

穴水町

能登町

珠洲市

至 七尾市役所至 志賀町役場

復旧・復興を止めない除雪強化

・ 能登地域における雪害対応の連携を強化するため、新たに「能登地域期道路交通確保情報連絡本部」を設置

・ 除雪機械３３台の増強を行い、国と県が分担して市町を結ぶ主要ルートの除雪を強化。

・ 大動脈の能越道・のと里山海道は、国で除雪することに加え、融雪施設設置、道路監視カメラの増設等を行い、万全の体制を構築。

（北陸地方整備局、石川県、関係
市町、自衛隊、警察、気象台）

■能越道・のと里山海道

・国による除雪

遠赤外線融雪装置

融雪施設の設置
《４箇所》

道路監視カメラの増設
《既設１３台、追加１０台》

・除雪の運用も強化
《路面の積雪1cm以上から実施》

この他、
除雪に支障が生じないよう、
線形改良・段差解消（34箇所）
を実施中。

増減今冬昨冬

＋29台38台9台国

＋4台2６０台2５６台県

除雪機械配備台数（能登地域）

豪雪時には、
近隣整備局（国）から前進配備

小型除雪機械（３０台）を
国から市町に貸出支援

■国道２４９号

国による除雪支援
（大雪時）

直轄権限代行区間

※ 緊急車両には、地元車両を含む

■除雪トラック等

～今冬の取組概要～

3

奥能登２市２町への主要ルートは、
各道路管理者が除雪実施

直轄権限代行区間

国道249号(沿岸部)の
通行確保箇所も除雪実施



4

■設置趣旨

○ 能登地域における復旧・復興を止めない雪害対応の連携強化を

図るため、関係機関からなる「能登地域 冬期道路交通確保情報

連絡本部」を新たに設置。

○ 除雪体制の強化を図り、大規模な交通渋滞、交通事故等の発生を

未然に防ぐ。

■情報連絡本部役割

○ 関係機関が得た情報（気象・交通・除雪・災害等）の一元化を

図り、地域の交通障害を未然に防ぐ迅速な連絡調整・除雪体制を

構築し復旧・復興を支援。

○ 強化された除雪体制や適切な除雪情報等を地域住民へ提供。

■構成機関

・石川県
・輪島市、珠洲市、七尾市、穴水町、能登町、志賀町
・石川県警察本部
・気象庁金沢地方気象台
・国土交通省 北陸地方整備局

金沢河川国道事務所(事務局)、 能登復興事務所
・自衛隊（オブザーバー）

能登地域
冬期道路交通確保情報連絡本部

《情報の一元的収集・共有・調整・協議》

復旧・復興を止めない除雪体制の構築
適切な除雪情報等の提供等

関係機関が得た情報
（気象・交通・除雪・災害）

関係機関が連携・協力し、奥能登へのアクセスルートを
冬期間も確保

関係機関の情報を集約・共有し
早めの除雪と、
的確な情報提供を実施

■七尾市の広報活動の事例

■能越道の除雪状況

復旧・復興を止めない除雪強化 ～能登地域冬期道路交通確保情報連絡本部の設置～

4



復旧・復興を止めない除雪強化 ～応急復旧箇所の冬期走行の安全確保 （１） ～

線形不良箇所で
遠赤外線を用いた
融雪装置設置箇所

線形不良箇所で
遠赤外線を用いた
融雪装置設置箇所

■遠赤外線を用いた融雪施設
（合計４箇所）

・ のと里山海道では、スタック車の発生や線形不良に起因する交通事故等を未然に防ぐために、融雪施設を設置。

・ 線形不良箇所において、交通障害発生時、早期に把握し、影響の拡大防止を講じるため、道路監視カメラを増設。

■増設する道路監視カメラ
（既設１３台、追加１０台）

5



復旧・復興を止めない除雪強化 ～応急復旧箇所の冬期走行の安全確保 （２） ～

・ 石川県、金沢河川国道事務所、能登復興事務所で連携し、冬期走行の安全性確保に向けた集中工事を現在実施中。

■急カーブの対策

■急勾配の対策

【対策前】 【対策後（イメージ）】

急カーブの緩和

【対策前】 【対策後（イメージ）】

急勾配 急勾配の緩和

6

急カーブ



復旧・復興を止めない除雪強化 ～予防的通行規制区間の設定～

○ 今年度、直轄権限代行区間のうち、左図の赤色で
示した区間を新たに予防的通行規制区間に設定。

○ 予防的通行規制区間とは、大雪時に急な上り坂
で大型車等が立ち往生しやすい場所等を選定し、
集中的・効率的に優先して除雪を行うため予め区
間指定する取り組み。

○ 予防的通行規制を実施する場合には、情報連絡
本部（ＷＥＢ方式を予定）を開催し、石川県、市町、
警察等と、情報共有。

○ 通行規制や平行する道路の除雪、更には、関係各
機関では、各機関で運用している広報ツールを
活用いただき、道路利用者のみならず、地域に
お住まいの方へも情報提供。

7



復旧・復興を止めない除雪強化 ～関係機関で連携・協力して広報活動を実施（１）～

・ 大雪による広範囲の交通障害発生のおそれがある場合に、記者会見を行い、ドライバーや地域の方々に対して
出控えを呼びかけて注意喚起を実施する予定。

R6.1.22 大雪に関する記者会見

R5.12.19 大雪に関する記者会見

HAB

MRO

NHK

NHK テレビ金沢

■記者会見後マスコミ各社で報道された事例

8



復旧・復興を止めない除雪強化 ～関係機関で連携・協力して広報活動を実施（2）～

・ 交通障害発生時は、関係機関が連携・協力して、ドライバーや地域の方々へ情報発信。

■金沢河川国道事務所では記者発表のほか、X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）を用いて、大雪による通行止め情報や
除雪状況など情報提供する予定。

X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）での昨年度情報提供の一例

アカウント
9



令和６年度
雪害対策等マスメディア説明会

金沢河川国道事務所（道路）からの情報提供

令和６年１１月２２日

資料2-2



今冬の取組について

1



除雪計画の概要

2

体 制） 「北陸地方整備局防災業務計画書」に基づき、
令和６年１１月１日から、令和７年３月３１日までの間、
「金沢河川国道事務所道路雪害対策支部」を設置し、
降雪・積雪・凍結等気象状況及び交通状況等に応じ、
「平常・注意・警戒・非常」の４ランクでの体制をとる。

除雪工区） 除雪作業は、加賀・能登・金沢の ３国道維持出張所
の各管理区間を「９工区」（９除雪ステーション）
で分担して実施する。

除雪区間） 直轄：国道８号・157号・159号・160号・470号
権限代行： のと里山海道 徳田大津IC～穴水IC

国道470号 徳田大津IC～高田IC
国道249号 高田IC～病院西IC（仮称）

除雪延長）車道延長 243.1km（直轄206.2km、権限代行36.9km）
歩道延長 48.8km

除雪機械） 除雪車 計１０２台（予備車・借上車 抜き） 昨年度は９３台
権限代行区間の除雪を行うため、９台を増強。
穴水除雪ｽﾃｰｼｮﾝ４台増強（除雪トラック＋３台、凍結防止剤散布車＋１台）
七尾除雪ｽﾃｰｼｮﾝ５台増強（除雪トラック＋３台、ロータリ除雪車＋１台、凍結防止剤散布車＋１台）

権
限
代
行
区
間



関係機関との連携～情報連絡本部の開設～

■ 大雪警報や異常降雪が予想される時には関係機関（国、県、警察等）が集まり『情報連絡本部』を開設

■ 石川県内直轄国道沿線全ての自治体に参加頂き、情報連絡体制を強化

■情報連絡本部会議で各自治体に対して、市民・町民に向けて大雪時に出控えてもらうよう広報を依頼

情報連絡本部会議（令和6年1月23日）
WEB（チームス）で関係機関が参加

R5年度 情報連絡本部会議（ＷＥＢ）開催状況 全17回開催

R6/2/5 19時05分R6/1/22 16時30分R5/12/20 16時30分

2/5 20時00分1/23  9時30分12/21  16時30分

2/5  20時30分1/23 16時30分12/22   9時30分

2/5  21時00分1/23 19時00分12/22 16時30分

2/5  21時30分1/23 23時00分12/23  9時30分

2/5  22時00分1/24  1時00分

金沢市広報（いいね金沢）
令和５年１２月５日掲載七尾市役所HP 小松市役所 Facebook 令和６年1月２２日掲載

昨冬の広報状況

3



除雪計画の基本方針
「北陸地方整備局(R6.10)の道路の維持管理方針(案)」に基づき、下記基準で冬期道路交通の確保を行う。
除雪作業については、安全で円滑な冬期道路交通の確保を図り、大規模な通行止めが生じないよう、また、一定程度の旅行速度
が保たれるよう、「新雪除雪」、「路面整正」、「拡幅除雪」、「運搬排雪」、「歩道除雪」、「凍結防止剤散布」ごとに以下のとおり実施
する。能登地域の新設除雪は降り始めから早期に出動する予定。

新雪除雪は、５㎝～10㎝程度の
降雪量を目安として、さらに降雪
が続くことが予想される場合等、
道路交通に支障をきたすおそれが
ある場合に実施する。

なお、大雪時もしくは大雪が予
想される場合には、これによらず早期の除雪出動等適宜適
切な除雪作業を実施する。

路面整正は、連続降雪による
圧雪成長や路面残雪により、放
置すると道路交通の確保に支障
をきたすおそれがある場合、又
は、新雪除雪の実施が困難な場
合に実施する。

歩道除雪は、必要な区間にお
いて、歩行者の通行に支障があ
る場合に実施する。

運搬排雪は、堆積した雪によ
り必要な道路幅員の確保が困難
となり、引き続き除雪の増加が
予想される場合等、道路交通に
支障をきたすおそれがある場合
に実施する。

拡幅除雪は、堆積した雪により
必要な車道幅員が確保されておら
ず、道路交通に支障をきたすおそ
れがある場合、又は新雪除雪の実
施が困難が場合に実施する。

4

新雪除雪作業状況

路面整正作業状況

歩道除雪作業状況

拡幅除雪作業状況

運搬排雪作業状況

凍結防止剤散布は、路面の凍
結が発生しやすく安全な通行に
与える影響等が大きい区間を対
象とし、路面凍結が予想される
場合に実施する。なお、散布材
料は、塩化ナトリウムを基本と
し、散布量は15g/㎡程度（湿潤
式）を標準とする。

凍結防止剤散布状況



応急復旧箇所の冬期走行の安全確保

【対策前】 【対策後（イメージ）】

急カーブ 急カーブの緩和

【対策前】 【対策後（イメージ）】

■急カーブの対策

■急勾配の対策

急勾配

急勾配の緩和

石川県、金沢河川国道事務所、能登復興事務所で連携し
冬期走行の安全性確保に向けた集中工事を実施中

5



メディアとの連携について

6



広報・広聴の推進

7

道路利用者に向けた雪対策の啓発、降雪時の道路情報提供の充実を
図るとともに、マスメディアと連携し、適切な情報を道路利用者へ伝える
ことが重要。

道
路
利
用
者
等

① 記者発表 ① 新聞紙面

情報発信ツール（メディア）情報提供ツール（行政）

② ホームページ

③ 記者会見

④ Ｌアラート

⑤ ＳＮＳ

⑥ その他

② ホームページ

③ ニュース

④ 天気予報

⑤ L字放送

⑥ SNS

多様なツールを活用し、
メディアへ情報提供を実施

行政からの情報を基に発信



情報提供のツール（記者発表）

8

【タイミング】
◆ 大雪に関する緊急情報発表時
◆ 通行規制実施時
◆ その他道路状況 等

【内容】
◆ 今後の気象予測
◆ 予防的通行規制区間に関する情報
◆ 過去の雪害状況
◆ 通行規制に関する情報
◆ 道路状況 等

① 記者発表による情報提供

大雪に関する緊急発表

概ね３～４日前に実施



情報提供のツール（ホームページ）

9

② ホームページによる情報提供

【タイミング】
通常時
大雪時 等

【内容】
全国の地方整備局等が提供する
カメラ画像・道路情報・X（旧Twitter）
雪寒対策の基礎的な技術資料
各機関で作成した啓発用ポスター・チラシ

◆ 予防的通行規制区間 等

https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/yukinavi/

〇おしえて！雪ナビホームページ

ホームページ



情報提供のツール（ホームページ）

10

② ホームページによる情報提供

赤線部に
緊急情報が掲載されます

〇金沢河川国道事務所ホームページ（大雪に関する緊急情報等）

https://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/



情報提供のツール（ホームページ）

11

② ホームページによる情報提供
〇みちナビ石川（雪道通行支援等）

https://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/

予防的通行止箇所（小松市、津幡町など）、
能越自動車道などのカメラ静止画像を公
開している。



情報提供のツール（記者会見）

12

③ 合同記者会見による情報提供

【タイミング】
◆ 大雪となる地域、降雪量が予想された段階

（概ね２日前）
【内容】
◆ 気象情報（今後の気象予測）
◆ 不要不急の外出を控える呼びかけ
◆ 過去の事例紹介（発生した事象、画像）
◆ 雪に関する情報サイトの紹介
◆ 予防的通行規制区間に関する情報 等
（参考）過去7回実施

・令和２年12月28日
・令和３年 １月 ６日
・令和４年12月22日
・令和５年 １月20日
・令和５年12月 7日
・令和５年12月19日
・令和６年 1月 22日

５機関合同記者会見

・北陸地方整備局

・東日本高速道路
（株）新潟支社

・中日本高速道路
（株）金沢支社

・新潟地方気象台

・北陸信越運輸局



情報提供のツール（Ｌアラート）

13

④ Ｌアラートによる情報提供

【タイミング】
◆記者発表を行う災害が発生した場合。

◆その他災害情報を緊急的に発信する必要がある場合（記者発表を待たずして情報を
発信する必要があると判断した場合）。

【内容】
◆ 通行止め・解除情報 等

【発信する文章例】
・○月○日○時○分より国道○号○○県○○市○○～同市○○間で実施している通

行止めは、大雪により更なる通行障害が予想されるため、○月○日○時○分より国道
○号○○県○○市○○～同市○○間に区間を延長します。

・○月○日○時○分より、国道○号○○県○○市○○～同市○○の区間で通行止
めを実施していましたが、○月○日○時○分に通行止めを解除しました。



情報提供のツール（ＳＮＳ）

14

⑤ ＳＮＳによる情報提供

【タイミング】
大雪に関する緊急情報発表時
通行規制実施時
その他道路状況 等

【内容】
不要不急の外出を控える呼びかけ
現在の道路状況
通行止め・解除情報 等

○金沢河川国道事務所 X（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）

https://twitter.com/kanazawaBousai

X（旧Twitter）での情報提供の一例

金沢河川国道事務所のX（旧Twitter）アカウ
ントでは即時性の高い情報を提供。
記者発表以外の道路情報も発信！
「フォロー」、「リツイート」をお願いします！

X（旧Twitter）では道路状況の画像を積極的に発信！
「国土交通省 金沢河川国道事務所 X」のクレジットを入れて
使用可能！



情報提供のツール（その他）

15

⑥ その他の情報提供

ポスター・チラシ

新聞広告バナー広告

【内容】
新聞広告
ポスター・チラシによる広報

◆ インターネットを活用した広告
（バナー広告）

◆ 道路情報板による広報
ラジオ広報 等

道路情報板



メディアとの連携

16

道
路
利
用
者
等

① 記者発表 ① 新聞紙面

情報発信ツール（メディア）情報提供ツール（行政）

② ホームページ

③ 記者会見

④ ＳＮＳ

⑤ その他

② ホームページ

③ ニュース

④ 天気予報

⑤ L字放送

⑥ SNS

道路利用者へ不要不急の外出を控える行動につながる情報を伝える
ためには、マスメディアと連携した情報発信が重要。

行政からの情報を基に発信
多様なツールを活用し、

メディアへ情報提供を実施

ご協力を
お願いします



情報発信ツール（紙面）
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① 新聞紙面による情報発信

【提供内容（例）】

気象情報

冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ

過去の事例紹介（発生した事象、画像）

雪に関する情報サイトの紹介

QRコード、URL等の掲載

予防的通行規制区間に関する情報

通行止め・解除情報

大規模・長期間の事象に関するもの

迂回路情報

大規模・長期間の事象に関するもの

新聞、広報誌等の紙面を通じた情報提供

※イメージ

金
沢
市
内



情報発信ツール（ホームページ）
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【提供内容（例）】

気象情報

冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ

過去の事例紹介（発生した事象、画像）

雪に関する情報サイトの紹介

QRコード、URL等の掲載

予防的通行規制区間に関する情報

通行止め・解除情報

迂回路情報



情報発信ツール（ニュース、天気予報）
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③④ ニュース、天気予報等による情報発信

【提供内容（例）】

気象情報

冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ

記者会見での情報

過去の事例紹介（発生した事象、画像）

雪に関する情報サイトの紹介

QRコード、URL等の掲載

予防的通行規制区間に関する情報

大規模滞留が発生した情報

通行止め・解除情報

大規模・長期間の事象に関するもの

迂回路情報

大規模・長期間の事象に関するもの

ニュース番組での解説、情報提供

天気予報コーナーでの解説、情報提供



情報発信ツール
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⑤ Ｌ字放送による情報発信

【提供内容（例）】
不要不急の外出を控える呼びかけ

（大雪に関する緊急情報発表時）
チェーン指導情報

通行止め・解除情報
大規模滞留が発生した情報

Ｌ字放送による情報発信イメージ（令和３年１２月２６日）



情報発信ツール（ＳＮＳ）
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⑥ ＳＮＳ（X）による情報拡散

【拡散内容（例）】
気象情報
冬道運転の事前準備の必要性

不要不急の外出を控える呼びかけ
予防的通行規制区間に関する情報
大規模滞留が発生した情報
通行止め・解除情報
広域迂回情報

相互フォロー

国道事務所 メディア

▼▲▼▲▼▲▼▲さんが
リツイートしました

フォロワーへ拡散















令和６年度
雪害対策等マスメディア説明会

金沢河川国道事務所（河川）からの情報
提供

令和６年１１月２２日

資料－４
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金沢河川国道事務所からの提供

石川海岸の水防活動について

- 2 -



石川海岸

金沢市と白山市境～尼御前岬に至る、延長約30kmの区間

沿岸市町村

加賀市、小松市、能美市、白山市

能美市

白山市

小松市

加賀市

うち、直轄海岸工事施工区域延長：17.518km

１．石川海岸の概要

たかいわ

えちぜん

- 3 -



低気圧や寒気の影響により、徳光（とくみつ）観測所では急速に波高が上昇し、令和５年１２月１７日２時１０分に最大有義波高７．２９ｍを観測した。
沿岸部はCCTVにより監視、背後地は安全を確保しつつ開口部の越波状況を確認し、必要に応じて関係機関と情報共有した。
波浪警報解除後、特別巡視を実施し背後地及び海岸保全施設に異常が無いことを確認した。

※16日22：00 警戒体制
※18日10：41 石川加賀南部 波浪警報解除
※18日15:40 警戒体制解除

令和６年１月２３日～１月２５日にかけて、比較的波の高い状態（徳光観測所で
有義波高4.0m程度）が48時間に渡り継続して観測された。
施設の被害は確認されていない。

R6.1.23 13:30 小松海岸浜佐美地区
（徳光観測所 有義波高3.91m）

R6.1.23 14:10 片山津海岸塩浜地区
（徳光観測所 有義波高4.22m）

有義波高4.0m

R5.12.17 8:50 小松海岸草野地区

17日2:10 最大有義波高7.29m

２.令和５年度 冬季風浪の状況
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令和４年度は３回の水防警報（待機・準備）を発令しました。

水防警報は発令中は、CCTVにより越波状況を監視しました。

※観測値は徳光海象観測所の値。速報値のため、参考値とする。

Ｒ４②冬季風浪

Ｒ４③冬季風浪

令和４年１２月１４日の冬季風浪では、徳光観測所において、観測史上最大（速報値）を観測しました。

令和4年12月14日8:55

令和4年12月14日9:00

令和4年12月14日10:20

令和4年12月24日8:00（塩浜地区）

Ｒ４②冬季風浪

Ｒ４②冬季風浪

２.令和４年度 冬季風浪の状況
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水防警報を行う海岸の範囲 約30km（うち、直轄施工区域17.518km）

白
山
市
八
田

尼
御
前
岬

○水防警報とは
水防法第2条第7項
洪水又は高潮によって災害が発生するおそれがあるとき、水防を行う必要がある旨を
警報にて発表。

○水防警報海岸とは
海岸管理者が水防管理団体（石川海岸の場合、白山市、能美市、小松市、加賀市）に
対し、水防活動を行う必要があることを警告するため、待機、準備、出動など基準とな
る情報発信を行う海岸です。石川海岸は平成23年3月31日に指定されました。

○石川海岸の水防警報を行う海岸の範囲
白山市八田地先から加賀市尼御前町までの約30ｋｍ（うち、直轄施工区域17.518km）

○水防活動とは
越波による浸水等が発生したとき、人命や財産を守るため、その地域に住んでいる人々が
様々な技術で被害を最小限にくい止めようと活動することを水防活動という。

3.水防警報海岸とは

- 6 -



盛土

水防警報の基準と内容

砂丘の切れ目（松任工区）

アンダーパス（松任工区）

○越波した海水は、砂丘の切れ目やアンダーパスから背後地に流れ込む。
○海岸護岸に近づいての水防活動は二次災害の危険性が高いため、実施しない。

⑦
⑥ ，⑤，④，③

② ①

石川海岸 水防警報海岸指定範囲

⑧
⑩ ⑨

⑧ ⑦

⑥，⑤，④，③ ② ①

：国区間

：県区間

⑫，⑪

水防活動の実施が必要な箇所（重要水防箇所）

砂丘

4.水防活動について
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水防警報発令中に重要水防箇所で確認された事例 ※写真提供：白山市危機管理課

【平成26年12月2日 冬期風浪時の例 1日 23:20に水防警報（待機・準備）を発令】
重要水防箇所②（白山市相川新地先）で確認された事象
波浪により土砂が河口付近に堆積し，背後地の河川が溢水，水防団による土のう積み実施
※当時は水防団による活動のほか，七ヶ用水からの流入を閉鎖措置

石川海岸 水防警報海岸指定範囲

⑧
⑩ ⑨

⑧ ⑦

⑥，⑤，④，③

②

①

：国区間

：県区間

⑫，⑪

H26.12.2  正午頃 河口付近（奥が海岸域）

H26.12.2  午後 水防団による土のう積み（右側が水防団による土のう積み直し後）

H26.12.2  正午頃 上流側（集落）

H26.12.2  正午頃
関係機関の町内会、消防団、土木・農林部局等
が現地で対策を協議 - 8 -



【当時の様子】白山市相川新地先
平成26年12月2日 11：12 CCTV画像

河口部

H26.12.2  地元土木会社による夜間河口土砂の掘削作業

【参考：平時の状況例】白山市相川新地先 令和4年10月12日 AM

H26.12.2  河口付近 波の遡上（奥が海岸域） - 9 -



5.（参考）ホームページを通じて情報を確認できます
「防災情報いしかわ」「川の防災情報」を通じて、沿岸の様子や、波高・風速データが確認できます

金沢河川国道事務所HP トップページ
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海岸用ＣＣＴＶカメラ設置箇所 石川海岸

●白山市役所

●加賀市役所

現地の情報を安全・継続的に得るため、
CCTVの活用は有効。

●能美市役所

●小松市役所

●石川県庁

●金沢市役所

小松海岸 ふれあい健康広場

小松海岸 草野地区

梯川河口

根上海岸 山口地区

根上海岸 浜地区

根上海岸 加賀舞子地区

根上海岸 吉原釜屋地区

美川海岸 小舞子地区

美川海岸 美川永代地区

美川海岸 鹿島地区

松任海岸 松本地区

松任海岸 小川地区

松任海岸 C.C.Z

松任海岸 相川新地区

松任海岸 倉部地区

片山津海岸 篠原地区

片山津海岸 塩浜地区

小松海岸 浜佐美地区

6.（参考）海岸用CCTV監視カメラ設置場所
・夜間含め、沿岸域の越波状況等を確認できる体制を整えています（全てホームページからご覧いただけます）

小松海岸 草野地区の例（日中）

小松海岸 草野地区の例（夜間 21:00）
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令和６年度 手取川・梯川流域タイムラインの取組について

■ 令和６年度 警戒ステージ経過一覧（R6.11.5時点）

■ 運用会議の開催状況

令和4年8月豪雨災害により、手取川・梯川流域全体で甚大な被害が発生し、逃げ遅れや車移動中の孤立、道路冠水により避
難できなかった等、住民避難に関する課題が浮き彫りとなった。
従来の河川水位による基準に加え、雨量予測などによる早めの避難情報の発令の必要性や避難を促す情報発信について自治
体のみならず、報道機関を含め流域全体の関係機関が連携する必要性が生じた。
令和5年度から手取川・梯川流域タイムラインによって新たに「流域警戒ステージ」を設定する等、注意報・警報が発令され
る以前の段階で早期に流域全体で危機感を共有し、各機関において早めの防災行動を着手し、逃げ遅れゼロの取組を強化。

■ 流域警戒ステージの情報提供メール
・令和６年度（11/15現在）は、流域警戒ステージに12回移行（うち、

ステージⅡに3回移行）。また、運用会議を合計４回開催。
・流域警戒ステージ移行時や運用会議開催の際、メールにて情報を共

有。また今年度から移行後に概ね1回/日で情報提供を実施。

日付
流域警戒
ステージ

出水状況 備考

① 6/21～24 Ⅰ、Ⅱ 6/21運用会議、情報提供１回

② 6/27～7/11 Ⅰ、Ⅱ
手取川：水防団待機水位超過
梯川：水防団待機水位超過 情報提供14回

③ 7/16～17 Ⅰ 情報提供1回

④ 7/20 Ⅰ 情報提供1回

⑤ 7/23～24 Ⅰ 情報提供1回

⑥ 7/28～31 Ⅰ 情報提供4回

⑦ 8/23～9/2 Ⅰ、Ⅱ 8/30運用会議、情報提供9回

⑧ 9/14～9/16 Ⅰ 情報提供2回

⑨ 9/17～9/22 Ⅰ 9/20運用会議、情報提供7回

⑩ 10/6～10/8 Ⅰ 情報提供1回

⑪ 10/18～10/19 Ⅰ 情報提供1回

⑫ 10/28～11/3 Ⅰ 梯川：氾濫注意水位超過 10/31運用会議、情報提供3回

※ 6/30は運用会議を開催せず、ステージⅡに移行（資料送付のみ）
※ 9/20、10/31は運用会議を開催したが、予測降雨量が小さかったため、ステージⅡに移行せず
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・実際に現地を見て、その場で説明してもらうこと
ができて、大変勉強になった。

●日 時 令和６年８月２７日（火） ９：３０～１１：３０

●場 所 梯川水系緊急治水対策プロジェクト整備箇所

●参加団体
【メディア機関】 石川テレビ放送、テレビ金沢

【行政機関】 金沢河川国道事務所、石川県、小松市

●視察箇所
① 【小松市】 九竜橋川排水機場（ポンプ増強）

② 【石川県】 今江潟排水機場（木場潟事前排水）

③ 【国交省】 梯川左岸７．２Ｋ付近
（梯川引堤、河道掘削、橋梁架替）

令和６年度 地域メディア連携協議会 現地視察会

「地域メディア連携協議会」の取り組みの一つとして、メディアの皆さんに
梯川で進めている流域治水対策について理解を深めていただくことで、地
域特性を踏まえたより切迫感のある情報発信につなげるとともに、地域メ
ディアとの連携強化を図ることを目的として、現地視察会を開催しました。

令和６年度 現地視察会の概要 参加メディアからの主な意見

～「梯川水系緊急治水対策プロジェクト」における
流域治水の取組について～

↑ 九竜橋川排水機場（小松市）での視察

← 今江潟排水機場（石川県）
での視察

梯川（国交省）での視察 →
- 13 -
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